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◉『ピカドン―広島原爆物語―』
　作画：赤松俊子・丸木位里　製作：星映社　配給：日本光芸株式会社　モノクロポジフィルムに彩色
　赤松俊子・丸木位里の絵本『ピカドン』の幻灯（スライド）版だが、白黒印刷の原作に対し、幻灯は彩色
されており、視覚性はかなり異なる。また、原作の半分以上の場面を割愛したうえに、場面の順序を入れ替え、
付属の説明台本のテキストにも原作にはない文言が入るなど、独自の翻案がかなり加わっている。
　現存している説明台本及びフィルムに製作年月日の記載はないが、���� 年から �� 年の間の製作と推定さ
れる。製作を担当した星映社は、記録映画作家の谷川義男が主宰していた幻灯製作会社で、他にはソ連の社
会や文化、科学技術を紹介する幻灯のシリーズを製作・配給していたことが判明している。

◉徳川夢声「連鎖反応　ヒロシマユモレスク」
　（初出『オール読物』昭和 �� 年 � 月特別号）
　無声映画期は東京を代表する活動写真弁士として活躍した徳川夢声は、映画がトーキー化して活動弁士と
しての仕事が減った後も、漫談、映画・演劇俳優、ラジオ出演、文筆など、各方面で多芸多才ぶりを発揮した。
　夢声が薄田研二、丸山定夫、藤原釜足らと共に立ち上げた劇団苦楽座を前身とする劇団桜隊は、広島で原
爆投下に遭い、現地にいた全員が被爆死した。直接原爆を体験してはいない夢声が、原爆投下直後の広島市
街をさまよい歩く鉄道職員を主人公とする小説「連鎖反応　ヒロシマユモレスク」を発表した背景には、盟
友だった丸山定夫をはじめとする舞台仲間を原爆で失った体験があり、同時期には、桜隊の原爆殉難碑

（���� 年に東京・五百羅漢寺、�� 年に広島市にそれぞれ完成）を建立するために奔走してもいた。
　原爆文学としてはあまり知られてこなかった本作だが、活動弁士・片岡一郎氏が、そのユニークな意義を
再発見するべく、���� 年来、各地で朗読会を開催している。

解説：鷲谷花（大阪国際児童文学振興財団特別専門員）
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原爆の図 丸木美術館
埼玉県東松山市下唐子 ����　TEL ����-��-����　FAX ����-��-����　MAIL info@marukigallery.jp　WEBSITE https://marukigallery.jp/

【開館時間】 AM �:�� ー PM �:��　【休館日】 月曜日（月曜祝日の場合は翌平日）　【入館料】 一般 ��� 円  中高生または �� 歳未満 ��� 円  小学生 ��� 円  団体（�� 名以上）、
チラシ持参の方、�� 歳以上、比企地区在住者は ��� 円割引、障碍のある方は半額　【交通】 電車でお越しの場合　池袋駅より東武東上線急行で約 � 時間（東松山駅・
森林公園駅・つきのわ駅）　森林公園駅 南口より（約 �.�km）タクシー 約 �� 分・徒歩 約 �� 分　東松山駅 東口より（日祝除く）� 番乗り場より市内循環バス「唐子コース」（日
祝運休） 約 �� 分「丸木美術館東」で下車し、徒歩約 �� 分  〈バス時刻表〉�:��、��:��、��:��、��:��、��:��、��:��　つきのわ駅より（約 �.�km）徒歩 約 �� 分


